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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

講 師 小荒田秀一 科学研究費助成事業 基礎研究C
（代表）

難治性 SLEに対するRP105陰性形質
芽Ｂ細胞を標的とした新規治療法の開
発

1，950

講 師 小荒田秀一 小野薬品奨学寄付研究補助
金

（代表） がん免疫を抑制することなく自己免疫
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RP105陰性自己反応性Ｂ細胞表面上に
発現する新規治療標的分子の探索

1，000

准教授 多田 芳史 中外製薬研究活動への支援 （代表） 成人発症スチル病の重症度分類は予後
予測や治療選択に有用か

700

准教授 多田 芳史 エーザイ 医学・薬学に関
する研究活動への奨学寄付

（代表） 関節リウマチの病態形成におけるシア
ル酸受容体 Siglec 14の解析

500

准教授 多田 芳史 旭化成ファーマ 奨学寄付 （代表） 関節リウマチ患者と医師の活動性全般
評価の一致／不一致の推移とそれに関
与する因子の解析

500

准教授 多田 芳史 あゆみ製薬 奨学寄付 （代表） 関節リウマチ患者と医師の活動性全般
評価の一致／不一致の推移とそれに関
与する因子の解析

300

准教授 多田 芳史 田辺三菱製薬 医学・薬学
研究への支援

（代表） 関節リウマチ患者において生活習慣が
メトトレキサートの忍容性に及ぼす影
響についての調査研究

200
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に関する研究活動への奨学
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（代表） 関節リウマチ患者において生活習慣が
メトトレキサートの忍容性に及ぼす影
響についての調査研究
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10 多田芳史：食と免疫．令和2年度福岡県栄養士大会・第46回福岡県栄養改善学会．2020，10，10．
11 小荒田秀一：画像から考える乾癬性関節炎の診断と治療：乾癬性関節炎と関節リウマチの画像比較

論．JAK阻害剤研究会．2020，10，23．
12 赤星光輝：ベーチェット病に対するTNF阻害療法－ぶどう膜炎治療を中心に－．イムノロジーア

ドバンスフォーラム．2020，11，10．
13 多田芳史：ケブザラ座談会．ケブザラ座談会 in 九州．2020，11，13．
14 小荒田秀一：診断に苦慮する関節炎先行乾癬性関節炎：皮膚科とリウマチ科の連携の必要性．

SAGA hybrid seminar -PsA-．2020，11，26．
15 多田芳史：関節リウマチの治療戦略と IL‐6阻害薬．第6回 SURUGA forum．2020，12，2．
16 多田芳史：成人スチル病の診療とトシリズマブ．Plus CHUGAI Web 講演会．2020，12，3．
17 多田芳史：膠原病合併間質性肺疾患CTD-ILDの新しい治療．CTD-ILD web seminar．2020，12，

4．

研究助成等
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